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Mitsubishi Turbocharger and Engine Europe B.V.（以下 MTEE）は，三菱重工エンジン&ターボ

チャージャ（株）(以下 MHIET)が欧州に設立した 100％子会社で，三菱ターボチャージャの開発・

設計・製造を行っており，欧州自動車メーカーへの最前線，且つ三菱ターボチャージャ最大の完

成品製造拠点である。 

|1. はじめに 

自動車の環境規制は，主に CO2 排出の削減を目的とし，近年世界的に規制強化の動きが加

速している。中でも欧州の環境規制が先行しており，ターボチャージャはこの環境規制に応える

解決策として，以前から欧州のディーゼルエンジン向けに採用されてきた。 

ターボチャージャは，エンジンから排気ガスを受けるタービンと，このタービンと同軸に接続され

たコンプレッサーから構成されており，エンジンの排気エネルギーをタービンで回収し，そのエネ

ルギーを動力としてコンプレッサーでエンジンに空気を送り込むことで，排気ガス浄化に貢献す

る。近年欧州では，ガソリンエンジンのダウンサイジング（エンジン出力を維持したまま，排気量を

低減する手法）による CO2 排出低減の方法としても注目されており，今後さらにターボチャージャ

需要が増加すると考えられる。 

このような背景からMHIETでは，従来，欧州の製造・設計拠点であったMTEEの開発力を強化

し，第二の開発拠点として位置付け，欧州のお客様の要望にいち早く対応できる体制を構築して

いる。 

|2. MTEE の沿革 

MTEE は，欧州のほぼ中央に当たるオランダ（図１）に位置し，2009 年に全５工場まで拡大さ

せ，2013 年社名にターボチャージャを付した現在の Mitsubishi Turbocharger and Engine Europe 

B.V.とした。 主な経緯は以下のとおり。 

1980 年 MHI Samofa Diesel B.V.設立 

1988 年 MHI Equipment Europe B.V.（MEE）に改称 

1989 年 Almere 移転 

1991 年 欧州最初の三菱ターボチャージャ生産 

オランダはその地理的な要因から，古くから欧州の玄関としての役割を担っており，欧州最大

の港であるロッテルダム港，欧州の主要航空物流のハブ空港であるスキポール空港を有してい

る。また欧州大陸に位置しているため，内陸輸送にも適していることから，MTEE は世界各国から

の安定した部品の受け入れ，完成品のお客様への迅速な供給が可能である。 
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図１ MTEE のロケーション 

 

|3. MTEE の製品 

MHIET は，自動車向ターボチャージャの幅広いラインナップを展開しており，MTEE では，ガソ

リン・ディーゼルエンジン向共に，多くの製品を生産している。 
 
最もコンベンショナルなターボチャージャを図２に示す。低価格・コンパクト・低重量が特徴で，

今日の小排気量のガソリン・ディーゼルエンジンの多くが採用しており，環境規制対応だけでな

く，エンジン出力向上やドライバビリティ向上による，一般自動車ユーザーの満足度向上にも貢献

している。４気筒以上のより排気量の大きなエンジンや，高性能ガソリンエンジン向には，ツインス

クロールターボ（図３）や，小型でコンベンショナルなターボを２台使用するツインターボ等の技術

が採用される。これらの技術により，エンジン低回転からトルクフルな特性が得られる。また高性能

ディーゼルエンジン向には，VG ターボ（Variable Geometry ターボ：図４）も選択肢の一つである。

VG ターボは，タービン動翼上流に配置した可変ノズルをコントロールすることで，小型・大型ター

ボチャージャ両方の特性を１台で併せ持ち，エンジン低回転のトルク向上と，エンジン高回転で

の出力向上を可能にする。欧州は依然ディーゼルの需要が最も高いマーケットであり，MTEE

は，多くの VG ターボを市場に送り出している。近年では，ガソリンエンジン向の VG ターボも注目

されてきており，今後大きな需要拡大が予想される。 

 

 

 

 

 図３ ツインスクロールターボ 

 
図２ コンベンショナルウェイストゲートターボ  図４ VG ターボ 
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|4. 製造・サプライチェーン 

ターボチャージャは，お客様の要望にあわせてカスタマイズされており，最終組立は製品ごとに

専用のラインで行われる。MTEE では長年に渡る生産経験を生かし，ターボチャージャ組立ライン

の自動化を進めており，オペレーター数は初期の半分にまで低減させた（図５）。 

 

図５ ターボチャージャ組立ライン 

 

また MTEE は，他の三菱ターボチャージャ拠点とサプライチェーンを構築し，世界中のサプライ

ヤから部品を調達しつつ，主に欧州サプライヤの品質管理，欧州から各拠点への部品納入をコ

ントロールしている。更に，お客様のグローバル生産の拡大により，MTEE で設計されたターボチ

ャージャは，MTA（Mitsubishi Turbocharger Asia Co., Ltd.：タイ）や SMTC（Shanghai MHI 

Turbocharger Co., Ltd.：中国），ＭTEA(Mitsubishi Turbocharger and Engine America, Inc.：北

米）等の，世界中の三菱ターボチャージャ拠点（図６）で生産されており，MTEE はまた，これらの

グローバル生産のコントロールという重要な役割を担っている。 

 

図６ 三菱ターボチャージャのグローバル拠点 

 

|5. MTEE の技術力と機能 

MTEE では，MHIET で開発されたコア技術を基に，お客様の要望にあわせたターボチャージ

ャの量産設計を行っている。欧州には世界の大手自動車メーカーの多くが集中しており，これら

一流自動車メーカーの技術要求に応えるべく，2003年に設計部門を，2013年には開発部門を設

立し，技術対応力の強化に努めてきた。特にお客様からの新しい要求に対しては，MTEE が窓口

となり，MHIET と連携することで，新規プロジェクト獲得に貢献している。 

開発部門では，高精度なエンジン性能シミュレーションシステムの構築，製品開発をサポート

するための CAE（Computer aided engineering）に力を入れている。更にターボチャージャ単体の

評価設備や，エンジン試験を行うための専用試験設備も有し，お客様の高度化する要求や，開
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発サイクル短縮の要望に対応するため，今後２年でこれらの試験設備の大幅な拡大も計画してい

る。 

MTEE はまた，オランダを含む欧州内で世界有数の大学や研究機関と共同で各種研究を実施

している。これらの活動を通して，有能な学生を獲得できる他，MTEE 社員の Ph.D 取得を支援

し，専門性の高い技術者を育成することで，技術力の向上に努めている。またオランダ人は英語

のみならず，ドイツ語やフランス語が堪能な人材も多く，ドイツやフランスの自動車メーカーと母国

語でコミュニケーションすることで，お客様の満足度向上にも貢献している。 

|6. 今後の展開 

ターボチャージャの世界的な需要増加に伴い，ターボ業界は今，競争の激化に直面している。

このような状況下で，三菱ターボチャージャの持続的な発展のため，MTEE では今後も，ターボチ

ャージャ技術の向上，お客様の満足度向上に努め，全世界にクリーンな環境を提供するプロセス

をサポートしていきたい。 

  


